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川崎駅周辺地域 
神奈川県川崎市 ｜ 面積：約 66ha 

■エリアの概要
○老朽建物、工場跡地、不十分な都市基盤などの都市イメージの転換が求められた
○総合的に都市再生を推進し、駅周辺のイメージを一新
○地域指定が官民連携による都市再生を後押し
■都市再生に向けた戦略（成功要因）
○整備方針の策定により、公共事業、民間活用、景観誘導等総合的なまちづくり
○先駆的な取り組みにより長年積み上げてきた都市景観づくり
○地域との関係構築
○公共空間の再整備による回遊性の向上
■制度の活用状況（令和２年４月時点実績）
○民間都市再生事業計画の認定：３計画
○都市再生安全確保計画：平成 26 年策定済み

都市のイメージ転換が求められる川崎駅周辺地域において、民間活力による商業施設整備や公共

施設整備、都市景観づくりなどにより、都市イメージを一新する大規模土地利用転換を実現し、多機

能複合拠点を形成。成功要因としては、都市再生緊急整備地域の指定によりスピード感を持った取り

組みとなったこと、公共空間の再整備が促進され回遊性の向上につながった点などが挙げられる。 

提供：川崎市 
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３）都市再生に向けた戦略（成功要因） 

継続的な取組による都市景観の実現  
昭和 56 年には「川崎市都心アーバンデザイン基本計画」を策定し、様々な公共事業、民間再

開発事業を個別に行うのではなく、都市デザインの視点から相互に関連性を持たせ、都心のアイ
デンティティーの形成に取り組んできた。この頃に地下街アゼリア、東西自由通路、駅前の商業
施設などが整備されている。 
その後、平成 6 年には川崎市都市景観条例を制定し、都市拠点における面的整備事業と併せた

都市デザインなどに取り組んできた。特に西口大宮町地区では、街を個性化するデザインコード
を明確にし、事業の初動機から事業者と調整しながら、積極的なデザインコントロールを行って
きた。なお、平成 19 年には景観法に基づく川崎市景観計画に移行している。 
こうした長い年月をかけて積み上げてきた都市景観づくりにより、地域のイメージを変え、人

が多く訪れる場所になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

全体のまちづくり方針に基づき、公共事業や民間再開発を連鎖的に誘導  
川崎市では 1980 年代以降、地域全体のまちづくりの方針に基づき、駅前広場、地下街、デッ

キ等の整備やさらに駅周辺での民間再開発が、連鎖的に事業化されてきた。平成 18 年には「川
崎駅周辺総合整備計画」が策定され、ラゾーナ川崎プラザ、東口駅前広場の再整備、地下街のリ
ニューアルなどが実施された。さらに平成 28 年には新たに「川崎駅周辺総合整備計画」を改定
し、引き続き公共事業と民間再開発の誘導により、新たな課題に取り組んでいる。 
こうした駅周辺全体のまちづくりの方針に基づき、各事業が連携し合い、中央通路や北口通路

を使ってのラゾーナ川崎プラザへの駅直結アクセスや、デッキを介しての業務施設へのアクセス
などを可能とし、また、民間事業においても施設内のピロティを開放するなど、回遊性を向上さ
せている。 

  

出典：都市デザイン川崎 2011パンフレット（川崎市） 
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まちの新たな付加価値につながる都市機能の誘導  
ラゾーナ川崎プラザを始めとした個性のある商業施設だけでなく、ホールなどの文化施設も導

入している。ミューザ川崎には、クラシック中心の大小さまざまなホールが整備され、その中で
も約 2,000 席のミューザ川崎シンフォニーホールは、その音響は世界最高クラスとも評されてい
る。また、子供向けのコンサートから世界を代表するオーケストラの公演にも利用され、首都圏
のオーケストラが一堂に会する「フェスタサマーミューザ KAWASAKI」などの様々なイベントも
開催し、多くの市民から愛される、「音楽のまち・かわさき」の新たなシンボルになっている。 

  

■再整備後の東口駅前広場 ■北口通路 

■ミューザ川崎シンフォニーホール ■イベントの様子 

提供：川崎市 提供：ミューザ川崎シンフォニーホール 

提供：川崎市 

提供：川崎市 
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 背景・特徴  

西口のランドマークとなる、全国 1位の売上高を誇るショッピングセンター  
川崎駅西口に隣接する約 10ha の東芝川崎事

業所（旧堀川町工場）跡地のうち約 8.8haの区
域を民間活力によって、商業施設、住宅に土地
利用転換された。都心と横浜からアクセスがで
きる好立地であり、改札から直接施設にアクセ
スできることや運営の工夫などもあり、売上げ
が年間 928 億円（令和元年度）と、全国のショ
ッピングセンターの中で 1 位の売上高を誇る。 
それまでの西口は工場が立地しており、来街

者が訪れる場所ではなかったが、ラゾーナ川崎
プラザの整備により、人の流れがかわり、今で
はランドマークといえる施設になっている。 

都市軸の延伸と象徴となる円形広場 
川崎駅の中央通路の軸線を、ラゾーナ川崎プラザの敷地内に引き込み、周辺市街地と接続する

ことにより、都市軸を延伸している。また、ラゾーナ川崎プラザの象徴となる約 170m の大屋根
は、海外の著名な建築家のデザインにより整備され、地域の象徴的な建築になっている。 
また、川崎駅の東西自由通路から引き込まれた軸線のアプローチに、直径約 60m の広場が整

備され、地域のイベントが開催されるなど、コミュニティの核となっている。 
  
 
 
 
 
 
 

  

■大屋根 ■円形のルーファ広場 

■改札から直結するメインエントランス 
 

■広場の様子 

提供：三井不動産 

提供：三井不動産 提供：三井不動産 

提供：三井不動産 提供：三井不動産 
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まちのイメージを変えるために都市デザインにも配慮  
開発業者とも、まちのイメージを変えたいという想いは共有し、事業を後押しした。 
また、景観デザインへの配慮も求め、当該地区よりも前の平成 11 年度に都市計画決定された

西口大宮町地区で検討された統一的な街並みルールも踏まえ、当該地区の地区整備計画の建築物
等の形態又は意匠の制限では、都心地区にふさわしい魅力ある街並みの形成に寄与するデザイン
を求めている。 
東口では「明るさ」「優しさ」「清潔さ」というキーワードを設定していたが、西口では歴史や

過去の記憶の継承を意識しつつ、「落ちつきと知性」「風格と象徴性」「暖かさと深み」を感じさせ
る「重厚感のある街並み」というキーワードを設定し、事業者間の意思統一を図った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民間の創意工夫による運営や渋滞対策  
開業直後は、当初の想定を上回る人気となり、北側の道路にて駐車場渋滞が発生した。その際

には、鉄道駅とのアクセス性がよいメリットを活用し、運営会社やテナントの協力を得て公共交
通利用促進キャンペーンを展開し、渋滞緩和に繋がった。 
また、地域密着の取り組みやイベント、定期的なリニューアルを実施し、多くの人を惹きつけ

る施設となっている。 
 
 
   

  

■透明感のあるデッキとシンボル性のある赤い外壁 

提供：三井不動産 




